
令和５年度 第１回鹿角市空き家等対策協議会 

 

日時：令和５年６月２１日（水）１０時００分～ 

場所：鹿角市役所 第５会議室  

 

 

 

～   次  第  ～ 

 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 会長あいさつ 

 

４ 協議案件 

 

（１）空き家実態調査の実施について・・・・・・・・・・・・・資料１ 

 

（２）空き家相談会の実施について・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

 

（３）特定空家等の代執行費用について・・・・・・・・・・・・資料３ 

 

 

５ その他 

   

 

 

６ 閉 会 



  資料１ 
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（１）空き家実態調査の実施について 

 

１．本業務の目的 

本業務については、平成３０年に実施した空き家実態調査からの経年変化に伴い、新た

に鹿角市全域を対象に空き家候補建物の実態を調査し、空き家の件数、状況及び分布状況

を把握するとともに空き家情報のデータベース化を行い、次期空き家対策計画の改定及び

空き家の利活用に関わる基礎資料として空き家台帳等の作成を行うことを目的とする。 

 

２．調査範囲 

 鹿角市全域（既存台帳をベースに新規発生空き家を含む１，５００棟を想定） 

 

３．業務内容 

①現地調査に係る方法と各種判定基準の整理 

 調査方法及び調査フローについて検討を行

い、業務計画書を作成するものとし、「国のガ

イドライン」に基づく調査項目、空き家判定基

準、利活用可能空き家判定基準、危険空き家判

定基準、写真撮影基準を明記する。 

②現地調査 

平成 30年度に作成した空き家台帳データと、

住民基本台帳データの住所情報等による照合

や有効と思われる方法で空き家候補建物を抽

出し現地調査を行う。 

空き家候補建物の外観調査及び写真撮影を

実施し、各種判定基準に基づいた総合的な判断

により空き家、利活用可能空き家、危険空き家

を判定基準別に分類して作成する。 

③所有者特定の方法と情報の整理 

 空き家と判断した建物と家屋課税台帳デー

タの住所情報等との照合を行い、空き家所有者

を特定するものとする。なお、照合できた建物

については、家屋課税台帳データの所有者・構

造・床面積・階層・用途・建築年月日等を台帳

に整理するとともに、空き家の情報として台帳

に追加する。 

④空き家台帳等の作成 

 現地調査結果を台帳として整理し、現地調査

の結果や位置情報（緯度、経度）を追加した台

帳情報（GISシステム）に取り込めるデータを

作成するものとする。 

 空き家台帳の様式及び記載する項目につい

ては、管理番号、所在地、所有者等の基本情報

と現地調査及び不良度判定をした結果を記載

するものとし、空き家台帳の付帯資料（登記簿

謄本等）がある場合は台帳と一緒に整理する。 

 

４．執行方法 

 競争入札 

 

５．履行期限 

契約締結の翌日から令和６年２月２９日まで 




